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1.  平成23年10月期第1四半期の連結業績（平成22年11月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年10月期第1四半期 2,048 3.1 69 △31.0 61 △33.4 8 ―
22年10月期第1四半期 1,987 △1.0 100 ― 92 ― △9 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年10月期第1四半期 165.16 ―
22年10月期第1四半期 △182.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年10月期第1四半期 9,136 2,555 28.0 47,372.61
22年10月期 9,185 2,569 28.0 47,635.50

（参考） 自己資本   23年10月期第1四半期  2,555百万円 22年10月期  2,569百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年10月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00
23年10月期 ―
23年10月期 

（予想）
0.00 ― 700.00 700.00

3.  平成23年10月期の連結業績予想（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

4,300 8.3 190 2.3 175 2.8 70 79.6 1,297.64

通期 9,000 11.3 450 13.1 400 8.6 200 26.1 3,707.55



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年10月期1Q 55,952株 22年10月期  55,952株
② 期末自己株式数 23年10月期1Q  2,008株 22年10月期  2,008株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年10月期1Q 53,944株 22年10月期1Q 54,533株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国・資源国の経済成長に牽引される形で企業収益は改善

され、いまだ厳しい状況にある雇用および所得環境にも幾分持ち直しの動きが見られました。しかし、財政問題が

取り沙汰される欧州経済や米国経済には先行き懸念もあり、楽観できない状況は続いております。 

  介護サービス業界では、平成24年４月に予定されている介護保険制度改正において、高齢者が地域で安心して暮

らせるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」の

実現に向けた取り組みや上昇する保険料を抑制し、持続可能な介護保険制度の構築を柱とした議論が進められてお

ります。24時間対応定期巡回・随時対応訪問サービスの導入などにより、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活

を継続できる効果的なサービス提供が今後の課題であります。 

 このような状況のもと、当社グループ（当社および連結子会社）は、ホーム介護事業における有料老人ホーム

の販売が好調に推移したことに加え、在宅介護事業も増客に向けた営業を強化した結果、売上高は20億48百万円

（前年同四半期比3.1％増）となりました。営業利益は69百万円（前年同四半期比31.0％減）、経常利益は61百万

円（前年同四半期比33.4％減）、四半期純利益は８百万円（前年同四半期は９百万円の損失）となりました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  ①ホーム介護事業 

   ホーム介護事業につきましては、当第１四半期連結会計期間末における施設数は18施設で居室総数は723室とな

っております。新規入居者の確保が順調に推移し、入居率が71.9％（平成23年１月31日現在）となっております。

今後も営業活動を強化して入居率の引き上げに注力してまいります。 

   ホーム介護事業の売上高10億47百万円、経常利益７百万円となりました。 

  ②在宅介護事業 

   在宅介護事業につきましては、当第１四半期連結会計期間末における拠点数は103拠点で、当第１四半期連結会

計期間に新規で５拠点の開設を致しました。堅実で即効性の高いドミナント戦略を展開し利用者の確保に努めてま

いりました。今後も地域に密着したサービスを行い、新規顧客の増加に努めてまいります。 

   在宅介護事業の売上高10億３百万円、経常利益21百万円となりました。 

  ③給食事業 

   給食事業につきましては、主に当社が運営する有料老人ホームやグループホーム18施設、デイサービスや小規模

多機能施設10施設に食事を提供しており、配食数は営業拠点拡大を背景に順調に推移しております。また、ホテル

のバンケット部門の業務受託をはじめ、外部営業強化により今後も新規顧客の獲得に注力してまいります。 

   給食事業の売上高１億48百万円、経常利益１百万円となりました。     

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

    ①資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ48百万円減少し、91億36百万円となりまし

た。 

 流動資産につきましては、前連結会計年度末より４億24百万円減少し、28億78百万円となりました。その主な内

訳は、預け金が43百万円増加し、現金及び預金が４億41百万円、繰延税金資産が43百万円減少したことによるもの

であります。 

 固定資産につきましては、前連結会計年度末より３億76百万円増加し、62億58百万円となりました。その主な内

訳は、有形固定資産が３億66百万円増加したことによるものであります。    

 流動負債につきましては、前連結会計年度末より３億39百万円減少し、50億70百万円となりました。その主な内

訳は、前受金が１億15百万円、未払法人税等が62百万円、訴訟損失引当金が45百万円減少したことによるものであ

ります。 

 固定負債につきましては、前連結会計年度末より３億４百万円増加し、15億10百万円となりました。その主な内

訳は、長期借入金が１億85百万円、資産除去債務が64百万円増加したことによるものであります。  

 また、純資産は前連結会計年度末に比べ14百万円減少し、25億55百万円となり、自己資本比率は28.0％となりま

した。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



②連結キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ４億41百万円減少し９億29百万円となりました。 

 各キャッシュ・フロー状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の減少は２億39百万円（前年同四半期は46百万円の減少）となりました。 

 その主な内訳は、収入要因として、税金等調整前四半期純利益84百万円、減価償却費52百万円、支出要因とし

て、前受金の減少１億15百万円、法人税等の支払額79百万円、訴訟損失引当金の減少45百万円、預け金の増加43百

万円、賞与引当金の減少41百万円などがあったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は３億50百万円（前年同四半期は36百万円の減少）となりました。 

 その主な内訳は、支出要因として、有形固定資産の取得による支出３億20百万円などがあったことによるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の増加は１億48百万円（前年同四半期は１億28百万円の増加）となりました。 

 その主な内訳は、収入要因として、長期借入れによる収入３億10百万円、支出要因として、長期借入金の返済に

よる支出１億47百万円、配当金の支払額24百万円などがあったことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

現時点における業績の予想につきましては、平成22年12月10日の公表数値からの変更はありません。  

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法  

   貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準等の適用   

   当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

   これにより、営業利益および経常利益が 千円、税金等調整前四半期純利益が 千円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報

948 22,884

64,457



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 949,053 1,390,120

受取手形及び売掛金 905,813 892,685

たな卸資産 7,130 4,717

繰延税金資産 45,350 88,710

預け金 743,040 699,634

その他 229,520 229,631

貸倒引当金 △1,607 △2,339

流動資産合計 2,878,300 3,303,160

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,793,554 4,737,096

減価償却累計額 △1,618,323 △1,578,273

建物及び構築物（純額） 3,175,230 3,158,822

工具、器具及び備品 303,503 296,517

減価償却累計額 △237,478 △231,406

工具、器具及び備品（純額） 66,025 65,111

土地 2,278,620 1,967,967

リース資産 37,867 －

減価償却累計額 △1,521 －

リース資産（純額） 36,346 －

建設仮勘定 4,372 2,583

有形固定資産合計 5,560,594 5,194,484

無形固定資産   

のれん 154,825 175,938

その他 20,848 21,617

無形固定資産合計 175,673 197,555

投資その他の資産   

投資有価証券 34,129 27,289

差入保証金 388,605 387,854

長期前払費用 70,481 71,008

その他 29,014 4,042

投資その他の資産合計 522,230 490,194

固定資産合計 6,258,498 5,882,234

資産合計 9,136,798 9,185,395



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 57,356 58,780

短期借入金 532,151 520,800

1年内返済予定の長期借入金 536,700 559,160

リース債務 7,285 －

未払金 155,379 155,044

未払費用 369,467 381,922

未払法人税等 15,201 77,479

前受金 3,198,507 3,313,650

訴訟損失引当金 76,000 121,795

賞与引当金 39,152 80,449

契約解除引当金 6,806 10,821

その他 76,562 129,824

流動負債合計 5,070,569 5,409,727

固定負債   

長期借入金 1,356,492 1,171,292

リース債務 29,135 －

繰延税金負債 24,021 3,357

退職給付引当金 13,721 12,131

ホーム介護アフターコスト引当金 13,770 14,040

資産除去債務 64,457 －

その他 9,163 5,198

固定負債合計 1,510,761 1,206,018

負債合計 6,581,330 6,615,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 2,509,384 2,527,447

自己株式 △62,431 △62,431

株主資本合計 2,546,952 2,565,015

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,515 4,634

評価・換算差額等合計 8,515 4,634

純資産合計 2,555,468 2,569,649

負債純資産合計 9,136,798 9,185,395



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 

 至 平成22年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年１月31日) 

売上高 1,987,234 2,048,240

売上原価 1,561,250 1,624,204

売上総利益 425,984 424,036

販売費及び一般管理費 325,850 354,897

営業利益 100,133 69,139

営業外収益   

受取利息 － 330

受取配当金 733 758

受取入居者負担金 1,877 2,584

施設利用料収入 260 245

その他 1,217 1,866

営業外収益合計 4,089 5,784

営業外費用   

支払利息 11,641 12,634

その他 304 811

営業外費用合計 11,946 13,446

経常利益 92,276 61,477

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 731

賞与引当金戻入額 － 2,146

訴訟損失引当金戻入額 － 45,795

特別利益合計 － 48,673

特別損失   

固定資産除却損 － 2,754

訴訟損失引当金繰入額 117,535 －

賃貸借契約解約損 － 578

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,936

特別損失合計 117,535 25,269

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△25,258 84,881

法人税、住民税及び事業税 11,248 14,758

法人税等調整額 △26,557 61,213

法人税等合計 △15,308 75,971

少数株主損益調整前四半期純利益 － 8,909

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,949 8,909



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 

 至 平成22年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△25,258 84,881

減価償却費 55,220 52,361

長期前払費用償却額 3,678 3,642

のれん償却額 21,112 21,112

貸倒引当金の増減額（△は減少） 223 △731

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,726 △41,296

ホーム介護アフターコスト引当金の増減額（△は
減少）

△270 △270

契約解除引当金の増減額（△は減少） 617 △4,015

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 117,535 △45,795

退職給付引当金の増減額（△は減少） 873 1,590

受取利息及び受取配当金 △733 △1,088

支払利息 11,641 12,634

有形固定資産除却損 － 2,754

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,936

売上債権の増減額（△は増加） △16,795 △13,128

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,090 △2,412

預け金の増減額（△は増加） △7,769 △43,405

仕入債務の増減額（△は減少） △2,712 △1,424

前受金の増減額（△は減少） △50,243 △115,143

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,278 △11,042

その他 28,474 △67,691

小計 84,677 △146,533

利息及び配当金の受取額 733 1,088

利息の支払額 △11,776 △14,271

法人税等の支払額 △120,237 △79,498

営業活動によるキャッシュ・フロー △46,602 △239,214

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △146

有形固定資産の取得による支出 △29,702 △320,374

無形固定資産の取得による支出 △6,838 △862

敷金及び保証金の差入による支出 － △3,004

長期前払費用の取得による支出 － △2,295

その他 508 △23,611

投資活動によるキャッシュ・フロー △36,032 △350,294

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 68,891 11,351

長期借入れによる収入 225,000 310,000

長期借入金の返済による支出 △121,662 △147,260

リース債務の返済による支出 － △1,446

自己株式の取得による支出 △30,130 －

配当金の支払額 △13,931 △24,199

財務活動によるキャッシュ・フロー 128,166 148,445

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 45,532 △441,067

現金及び現金同等物の期首残高 858,429 1,370,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 903,961 929,053



 該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社グループでは、純粋持株会社体制のもと、各事業会社によって、その取り扱うサービスについて国内および海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「ホーム介護事業」、

「在宅介護事業」および「給食事業」の３つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年11月１日 至平成23年１月31日） 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業を含んでおります。 

    

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は当社におけるグループ管理に係る費用で、全社収益はグループ会社からの経営指導料でありま

す。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な発生・変動はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
ホーム介護 在宅介護 給食 計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,047,701  996,898  3,641  2,048,240  －  2,048,240

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  6,558  144,990  151,549  －  151,549

計  1,047,701  1,003,456  148,632  2,199,790  －  2,199,790

セグメント利益  7,254  21,880  1,640  30,776  △841  29,934

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  30,776

「その他」の区分の利益  △841

未実現利益の調整額  38

全社費用等（注）  31,504

四半期連結損益計算書の経常利益  61,477

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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